
「
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
」
は
、
主
人
公
で
あ
る
長
藤
十
吉
の
語
り
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
語
り
は
自
身
の
誕
生
時
か
ら
始
ま
り
、
昭
和
十
六

年
八
月
の
「
今
」
の
自
分
を
語
る
こ
と
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。
そ
の
思
い
出

語
り
の
中
で
は
、
彼
の
目
か
ら
見
た
大
阪
の
町
並
み
や
、
そ
こ
で
出
会
う
多

く
の
登
場
人
物
な
ど
が
精
細
に
語
ら
れ
て
い
る
。（１
）

こ
の
作
品
は
昭
和
二
十
一
年
三
月
、
「
新
文
学
」
に
発
表
さ
れ
た
。
執
筆

－
２
）

は
発
表
の
約
一
年
前
に
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
初
刊
「
世
相
」
の

「
あ
と
が
き
」
に
お
け
る
、
ヨ
ァ
ド
・
バ
ル
ー
ン
」
は
昭
和
二
十
年
三
月
、

大
阪
が
焼
け
た
直
後
、
大
阪
惜
愛
の
意
味
で
、
空
襲
警
報
下
に
、
こ
つ
こ
つ

と
書
い
た
作
」
と
い
う
織
田
の
言
葉
か
ら
も
確
認
が
で
き
る
。
織
田
と
交
流

が
あ
っ
た
青
山
光
二
は
、
こ
の
「
大
阪
惜
愛
」
と
い
う
言
葉
を
引
用
し
な
が

ら
、
「
い
ま
の
う
ち
に
大
阪
を
書
き
の
こ
し
て
お
こ
う
と
い
う
、
大
阪
惜
愛

の
悲
壮
な
ま
で
の
気
持
が
う
か
が
わ
れ
、
な
み
な
み
な
ら
ぬ
執
着
と
い
ち
ず

織
田
作
之
助
「
ア
ド
・

バ
ル
ー
ン
」
弘
珊

は
じ
め
に

’
十
吉
の
語
り
と
「
惜
愛
」
Ｉ

（
３
）

さ
で
書
か
れ
た
、
さ
な
が
ら
散
文
詩
で
あ
る
」
と
「
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
」
を

評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
青
山
の
言
及
は
、
「
あ
と
が
き
」
を
初

め
と
す
る
よ
う
な
織
田
の
視
点
を
重
視
し
た
「
大
阪
惜
愛
」
の
解
釈
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
登
場
人
物
に
つ
い
て
深
く
触
れ
る
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
他

（
４
）

（
Ｆ
Ｄ
｝

の
先
行
研
究
を
確
認
し
て
も
、
織
田
の
執
筆
背
景
や
文
体
に
着
目
し
た
言
及

は
あ
る
も
の
の
、
作
品
独
自
の
表
現
や
登
場
人
物
に
つ
い
て
深
く
掘
り
下
げ

た
言
及
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
な
お
、
青
山
も
引
用
し
た
「
大
阪
惜
愛
」
と

い
う
織
田
の
言
葉
が
、
作
品
内
で
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し

か
し
、
幼
少
期
に
訪
れ
た
道
頓
堀
の
夜
店
を
思
い
出
す
十
吉
の
語
り
か
ら

は
、
「
大
阪
惜
愛
」
と
類
似
す
る
言
葉
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
時
の
こ
と
を
、
少
し
詳
し
く
語
っ
て
み
ま
せ
う
。
と
い
ふ
の
も
、

そ
の
時
み
た
夜
の
世
界
が
私
の
一
生
に
少
し
は
影
響
し
た
か
ら
で
す

が
、
一
つ
に
は
何
と
い
っ
て
も
私
に
は
大
阪
の
町
町
が
な
つ
か
し
い
、

今
と
な
っ
て
み
れ
ば
一
層
な
つ
か
し
い
、
惜
愛
の
気
持
と
い
っ
て
も
よ

（
６
）

い
く
ら
ゐ
だ
か
ら
で
す
。

樋
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確
か
に
こ
こ
で
見
ら
れ
る
「
惜
愛
」
と
い
う
言
葉
は
、
織
田
が
「
あ
と
が

き
」
で
用
い
た
「
大
阪
惜
愛
」
と
一
致
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
先
の
引
用
部
分
と
織
田
と
の
間
に
は
長
藤
十
吉
と
い
う
語
り
手
が
介
在

し
て
い
る
こ
と
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
十
吉
と
い
う
人
物
が
自
分
の

生
い
立
ち
や
過
去
の
思
い
出
話
を
織
り
交
ぜ
て
語
る
中
で
、
「
惜
愛
」
は
登

場
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
作
品
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
青
山
の

指
摘
す
る
「
い
ま
の
う
ち
に
大
阪
を
書
き
の
こ
し
て
お
こ
う
と
い
う
、
大
阪

惜
愛
の
悲
壮
な
ま
で
の
気
持
」
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
「
あ
と
が
き
」
に
記

さ
れ
た
織
田
の
「
大
阪
惜
愛
」
の
代
弁
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。
本
稿
で
は
、
語
り
手
で
あ
る
十
吉
の
語
り
や
行
動
に
着
目
し
、
語
り
に

お
け
る
描
写
の
変
化
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
彼
の
口
か
ら
語
ら
れ
る
「
惜
愛
」

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
探
る
。
そ
の
上
で
、
十
吉
が
「
今
」
、
自
分
の

過
去
を
語
る
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

先
に
引
用
し
た
初
刊
「
あ
と
が
き
」
に
お
け
る
「
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
」
に

関
す
る
言
及
は
、
以
下
の
よ
う
に
続
い
て
い
る
。

当
時
私
は
今
の
う
ち
に
大
阪
を
書
き
残
し
て
置
か
う
と
い
ふ
、
や
や
悲

壮
な
気
持
で
、
こ
の
作
に
は
一
字
一
句
打
ち
込
ん
で
ゐ
た
が
、
読
み
か

へ
し
て
み
れ
ば
、
さ
す
が
に
空
襲
下
ら
し
い
ま
づ
し
さ
も
あ
る
や
う

だ
。

一
大
阪
の
変
化

こ
の
「
今
の
う
ち
に
大
阪
を
書
き
残
し
て
置
か
う
」
と
い
う
織
田
の
言
葉

は
何
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
あ
と
が
き
」
や
、
初
出
末
尾
に
記
さ
れ
た

－
７
）

燗
筆
と
考
え
ら
れ
る
時
期
の
記
述
を
見
る
と
、
織
田
は
「
ア
ド
・
バ
ル
ー

（
８
）

ン
」
を
昭
和
二
十
年
三
月
か
ら
六
月
十
日
に
か
け
て
執
筆
し
た
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
、
「
あ
と
が
き
」
に
「
大
阪
が
焼
け
た
直
後
」
と
あ
る
が
、
こ
れ

（
９
）

は
昭
和
二
十
年
三
月
十
三
日
に
大
阪
を
襲
っ
た
大
空
襲
を
指
す
と
考
え
ら
れ

（
肥
）

る
。
当
時
の
「
朝
日
新
聞
」
に
は
、
「
昨
三
月
十
三
日
二
十
三
時
三
十
分
頃

よ
り
約
三
時
間
に
亘
り
Ｂ
羽
約
九
十
機
大
阪
地
区
に
来
襲
、
雲
上
よ
り
盲
爆

一
、
）

せ
り
」
と
の
大
本
営
発
表
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
大
阪
市
の
歴
史
」
に
よ
る

と
、
実
際
に
は
Ｂ
羽
二
百
七
十
四
機
が
来
襲
し
、
こ
の
大
空
襲
に
よ
っ
て

「
死
者
三
九
八
七
人
、
罹
災
者
五
○
万
一
五
七
八
人
」
の
被
害
が
出
た
と
さ

れ
る
。
そ
の
後
、
作
品
摘
筆
時
期
の
昭
和
二
十
年
六
月
十
日
ま
で
に
大
阪
で

一
Ｅ
｝

（
Ｂ
）

は
二
回
の
大
空
襲
が
あ
っ
た
。
こ
の
当
時
、
大
阪
に
住
ん
で
い
た
織
田
に
と

っ
て
、
大
阪
大
空
襲
は
き
わ
め
て
身
近
な
出
来
事
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

（
肌
）

る
。
大
谷
晃
一
は
「
織
田
作
之
助
ｌ
生
き
愛
し
書
い
た
』
の
中
で
、
当
時

の
織
田
が
「
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
」
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
「
亡
び
行
く
大
阪

（
旧
）

を
書
き
残
そ
う
と
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
亡
び
行
く
大
阪
」
と

は
、
大
阪
大
空
襲
な
ど
の
戦
争
の
影
響
や
時
代
変
遷
に
よ
っ
て
変
化
す
る
大

阪
の
状
況
を
示
す
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
「
亡
び
行
く
大
阪
」
の
様
子
が
、

織
田
を
「
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
」
執
筆
へ
向
か
わ
せ
た
一
因
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
以
降
、
本
稿
で
は
「
亡
び
行
く
大
阪
」
を
、
戦
争
や
時
代
変
遷
に
よ
っ

て
実
際
に
起
き
た
大
阪
の
変
化
を
表
す
語
と
し
て
用
い
る
。
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「
亡
び
行
く
大
阪
」
の
様
子
は
、
織
田
の
「
あ
と
が
き
」
か
ら
だ
け
で
な

く
、
作
品
内
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
作
品
タ
イ
ト
ル
に
な

っ
て
い
る
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
（
軽
気
球
）
に
着
目
す
る
と
、
作
品
か
ら
は
二

つ
の
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
「
空
に
は
軽

気
球
が
う
か
ん
で
ゐ
て
、
百
貨
店
の
大
売
出
し
の
広
告
文
字
が
ぶ
ら
さ
が
っ

て
ゐ
た
」
と
い
う
部
分
で
、
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
は
初
め
て
登
場
す
る
。
こ
れ

は
、
十
吉
の
命
の
恩
人
で
あ
る
秋
山
の
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
場
面
を

（
略
｝

語
っ
た
も
の
で
あ
る
。
時
間
の
推
移
か
ら
、
こ
の
場
面
は
昭
和
六
年
で
あ
る

（
Ⅳ
｝

と
推
定
で
き
る
。
「
日
本
広
告
発
達
史
』
に
よ
る
と
、
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
は

「
第
１
次
世
界
大
戦
か
ら
関
東
大
震
災
ま
で
」
の
時
期
に
普
及
さ
れ
始
め

（
喝
）た
。
そ
し
て
、
昭
和
初
期
に
は
「
野
外
広
告
の
真
昼
の
花
形
」
と
な
り
、

「
１
９
３
５
年
〔
昭
和
的
〕
ご
ろ
の
大
阪
に
は
、
毎
日
５
個
ぐ
ら
い
の
ア
ド

（
旧
｝

バ
ル
ー
ン
が
空
に
浮
か
ん
で
い
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
昭
和
六
年

に
百
貨
店
の
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
が
空
に
浮
か
ん
で
い
た
と
い
う
作
品
内
の
光

景
は
、
時
代
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

次
に
父
の
納
骨
後
、
父
の
老
妻
と
訪
れ
た
「
中
ノ
院
の
茶
店
」
で
、
十
吉

は
「
季
節
は
づ
れ
の
古
い
レ
コ
ー
ド
」
曲
を
耳
に
す
る
が
、
そ
の
レ
コ
ー
ド

ア
ド
バ
几
ン

の
歌
詞
の
中
に
「
今
日
も
空
に
は
軽
気
球
・
・
：
」
と
、
二
つ
目
の
ア
ド
・
バ

ル
ー
ン
が
登
場
し
て
い
る
。
本
文
内
か
ら
判
断
し
て
、
十
吉
が
こ
の
レ
コ
ー

ド
を
聴
い
て
い
る
の
は
、
昭
和
十
六
年
八
月
十
日
で
あ
る
。
「
今
日
も
空
に

↓
？
ｋ
，
バ
ル
ン

は
軽
気
球
：
：
」
と
い
う
曲
は
、
昭
和
十
一
年
に
ヒ
ッ
ト
し
た
「
あ
あ
そ
れ

一
節
）

な
の
に
」
で
あ
る
□
こ
の
曲
に
関
し
て
、
織
田
は
昭
和
二
十
年
六
月
、
川
島

（
副
）

雄
三
宛
の
書
簡
で
以
下
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
。

織
田
作
之
助
「
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
」
論

す
な
わ
ち
織
田
は
、
「
さ
る
佳
人
」
か
ら
習
い
覚
え
た
「
あ
あ
そ
れ
な
の

に
」
を
気
に
入
り
、
こ
の
曲
を
「
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
」
に
登
場
さ
せ
た
の
で

（
理
｝

あ
る
。以
上
の
二
箇
所
が
、
作
品
内
に
登
場
す
る
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
の
描
写
で
あ

（
泌
一

る
。
こ
こ
で
、
昭
和
十
四
年
五
月
二
十
八
日
の
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
の
記
事

を
確
認
し
た
い
。
そ
こ
に
は
、
節
約
強
化
の
た
め
に
商
工
省
が
日
本
百
貨
店

組
合
に
対
し
、
季
節
売
り
出
し
の
中
止
や
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
の
禁
止
な
ど
の

自
粛
を
勧
告
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
今
」
（
昭
和
十
六

年
）
の
十
吉
は
、
以
前
見
る
こ
と
が
で
き
た
百
貨
店
の
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
を

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
十
吉
が
百
貨
店
の
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
を

見
た
昭
和
六
年
や
「
あ
あ
そ
れ
な
の
に
」
が
ヒ
ッ
ト
し
た
昭
和
十
一
年
に
対

し
、
十
吉
の
「
今
」
の
状
況
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
作
品
に
お
け
る
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
の
描
写
が
、
大
阪
の
変
化
、
つ
ま
り

「
亡
び
行
く
大
阪
」
の
様
子
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

作
品
に
描
か
れ
る
変
化
は
、
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

十
吉
の
語
り
に
は
、
浜
子
や
玉
子
と
訪
れ
た
夜
店
、
奉
公
先
を
抜
け
出
し
て

訪
れ
た
夜
店
な
ど
、
夜
店
の
場
面
が
多
数
登
場
す
る
。
生
ま
れ
て
初
め
て
夜

さ
い
き
ん
「
今
日
も
空
に
は
ア
ド
バ
ル
ン
：
…
・
」
の
一
句
を
以
っ
て
は

じ
ま
る
「
あ
あ
そ
れ
な
の
に
」
と
い
う
歌
を
、
さ
る
佳
人
（
当
年
二
十

一
才
、
志
賀
山
流
名
取
）
よ
り
な
ら
い
覚
え
て
、
も
っ
ぱ
ら
口
ず
さ
ん

》
、

一
屯

で
い
ま
し
た
が
、
つ
い
に
気
持
昂
じ
て
「
ア
ド
・
バ
ル
ン
」
と
題
す
る

小
説
七
十
四
枚
書
き
ま
し
た
《
』
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店
を
見
た
際
、
十
吉
は
そ
の
光
景
を
「
夢
の
世
界
」
と
表
現
し
て
い
る
。
更

に
、
十
吉
は
夜
店
に
足
を
運
ぶ
だ
け
で
な
く
、
夜
店
で
自
ら
が
働
く
と
い
う

経
験
も
し
て
い
る
」
こ
の
よ
う
に
、
彼
の
語
り
に
多
く
登
場
す
る
夜
店
で
あ

る
が
、
そ
の
夜
店
も
ま
た
姿
を
変
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
昭
和
大
阪
市

（
型
）史
」
に
よ
る
と
「
日
華
事
変
が
起
っ
た
十
二
年
こ
ろ
に
は
、
ま
だ
夜
店
は
今

ま
で
の
よ
う
に
開
か
れ
て
い
た
」
が
、
「
今
ま
で
の
趣
を
も
っ
て
夜
店
が
開

か
れ
て
い
た
の
は
大
体
十
五
年
く
ら
い
ま
で
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
十

吉
の
語
り
の
中
で
の
「
今
」
は
昭
和
十
六
年
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
頃
の
夜
店

に
は
以
前
の
賑
わ
い
が
無
く
な
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
し
た
が
っ
て

「
今
」
の
十
吉
は
、
「
夢
の
世
界
」
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

更
に
、
作
品
冒
頭
部
の
「
そ
の
時
」
に
十
吉
が
手
に
し
て
い
た
「
十
銭
白

銅
六
つ
一
銭
銅
貨
三
つ
」
の
六
十
三
銭
か
ら
も
、
時
代
の
変
化
を
読
み
取
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
本
文
内
か
ら
判
断
す
る
と
、
「
そ
の
時
」
と
は
昭
和

一
為
）

六
年
を
指
す
。
こ
の
時
に
十
吉
が
手
に
し
て
い
た
「
十
銭
白
銅
」
は
、
大
正

（
妬
）

九
年
七
月
に
公
布
・
施
行
さ
れ
た
「
貨
幣
法
」
改
正
に
よ
り
定
め
ら
れ
、
昭

（
”
）

和
八
年
九
月
に
ニ
ッ
ケ
ル
貨
に
変
更
さ
れ
る
ま
で
用
い
ら
れ
た
。
ま
た
、

．
銭
銅
貨
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
銭
青
銅
貨
を
指
す
。
一
銭
青
銅
貨

（
錫
）

は
、
大
正
五
年
二
月
に
公
布
・
施
行
さ
れ
た
「
貨
幣
法
」
改
正
に
よ
り
定
め

（
認
）

ら
れ
、
昭
和
十
三
年
六
月
に
黄
銅
貨
に
変
更
さ
れ
る
ま
で
用
い
ら
れ
た
』
そ

の
後
も
幾
度
か
の
形
式
の
変
更
を
経
て
、
昭
和
十
六
年
八
月
の
「
今
」
に
お

く
釦
）

い
て
、
十
銭
と
一
銭
は
ど
ち
ら
も
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
貨
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
貨
幣
の
形
式
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
「
今
」
の
十
吉
に
と
っ
て

「
十
銭
白
銅
」
や
「
一
銭
銅
貨
」
は
、
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。

（
訓
一
一

「
亡
び
行
く
大
阪
」
の
例
と
し
て
、
最
後
に
「
灯
」
を
挙
げ
た
い
。
幼
少

期
の
十
吉
は
、
継
母
の
浜
子
や
新
次
と
訪
れ
た
道
頓
堀
で
、
楽
天
地
を
目
に

し
て
い
る
。
楽
天
地
は
夜
に
な
る
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
輝
き
、
人
々
に

一
認
）

楽
し
ま
れ
て
い
た
が
、
昭
和
五
年
に
取
り
壊
さ
れ
、
そ
の
「
灯
」
が
輝
く
こ

（
郡
）

と
は
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
十
四
年
十
月
に
な
る
と
「
電
力
調
整
令
」

が
公
布
さ
れ
、
更
に
同
年
十
二
月
の
「
逓
信
省
告
示
第
三
千
六
百
八
十
五

（
汎
）号
」
に
よ
っ
て
、
昭
和
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
、
電
飾
、
広

告
燈
の
電
力
消
費
が
禁
止
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
十
吉
の
「
胸
を
悩
ま
し

く
揺
ぶ
」
っ
た
「
通
天
閣
の
灯
」
や
「
ラ
イ
オ
ン
ハ
ミ
ガ
キ
の
広
告
燈
」

は
、
そ
の
輝
き
を
失
っ
た
。
時
代
が
進
む
に
つ
れ
、
あ
る
い
は
戦
争
の
影
響

を
受
け
、
大
阪
か
ら
「
灯
」
が
消
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
例
か
ら
、
作
品
内
に
は
か
つ
て
の
「
大
阪
の
町
町
」
に
あ
っ
た
も

の
が
失
わ
れ
大
阪
が
変
化
し
て
い
く
様
子
、
す
な
わ
ち
大
谷
の
指
摘
し
た

「
亡
び
行
く
大
阪
」
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
果

た
し
て
「
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
」
は
「
亡
び
行
く
大
阪
」
が
描
か
れ
て
い
る
だ

け
の
作
品
で
あ
ろ
う
か
。
「
亡
び
行
く
大
阪
」
を
作
品
内
か
ら
確
認
す
る
こ

と
は
、
織
田
が
「
あ
と
が
き
」
に
記
し
た
「
大
阪
惜
愛
」
の
言
葉
を
な
ぞ
る

作
業
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
も
し
「
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
」
が
「
亡
び
行
く
大

阪
」
を
書
き
残
す
た
め
だ
け
の
作
品
で
あ
る
な
ら
ば
、
十
吉
が
生
誕
か
ら

「
今
」
に
至
る
ま
で
を
長
々
と
語
ら
な
く
て
も
差
し
支
え
は
な
い
。
し
か

し
、
既
に
指
摘
し
た
通
り
、
「
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
」
は
十
吉
の
長
々
と
し
た

○



十
吉
の
語
り
に
お
い
て
着
目
す
べ
き
こ
と
は
、
「
灯
」
の
描
写
が
多
い
こ

と
で
あ
る
。
「
そ
こ
は
献
納
提
灯
が
い
く
つ
も
掛
っ
て
ゐ
て
、
燈
明
の
灯
が

揺
れ
、
線
香
の
火
が
瞬
き
」
、
「
あ
の
ア
セ
チ
リ
ン
瓦
斯
の
匂
ひ
と
青
い
灯
。

プ
ロ
マ
イ
ド
屋
の
飾
窓
に
反
射
す
る
六
十
燭
光
の
眩
い
灯
」
な
ど
、
十
吉
の

語
り
に
は
「
灯
」
に
関
す
る
言
葉
が
数
多
く
登
場
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、

十
吉
が
浜
子
や
新
次
と
二
つ
井
戸
、
道
頓
堀
を
訪
れ
る
場
面
で
は
、
「
灯
」

の
描
写
が
一
番
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
行
燈
の
中
が
ぐ
る
ぐ
る
廻
る
の

ま
ば
り
あ
ん
ど

は
走
馬
燈
で
、
虫
売
の
屋
台
の
赤
い
行
燈
に
も
鈴
虫
、
松
虫
、
く
つ
わ
虫
の

絵
が
描
か
れ
」
や
、
「
や
が
て
ア
セ
チ
リ
ン
瓦
斯
の
匂
ひ
と
青
い
灯
が
如
露

の
水
に
濡
れ
た
緑
を
い
き
い
き
と
甦
ら
し
て
ゐ
る
植
木
屋
の
前
ま
で
来
る

と
」
な
ど
、
夜
店
の
光
景
を
語
る
際
に
「
灯
」
が
多
く
現
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
「
灯
」
が
語
ら
れ
る
場
面
で
は
、
必
ず
し
も
「
灯
」
が
埠
々
と

輝
い
て
い
る
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
二
つ
井
戸
へ
向
か

う
道
中
、
「
燈
明
の
灯
が
道
か
ら
見
え
る
寺
が
あ
っ
た
り
」
と
目
に
し
た
も

思
い
出
語
り
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
十
吉
の
語
り
の
中
で
登

場
す
る
「
惜
愛
」
に
対
し
て
、
織
田
の
「
大
阪
惜
愛
」
以
外
の
意
味
を
見
出

す
た
め
に
は
、
十
吉
の
語
り
を
精
細
に
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
次
節
以
降
、
十
吉
の
語
り
に
込
め
ら
れ
た
「
亡
び
行
く
大
阪
」
以
外
の

変
化
を
本
文
か
ら
読
み
取
る
こ
と
で
、
作
品
に
お
け
る
十
吉
の
語
り
の
必
然

性
を
探
る
。

二
大
阪
の
「
灯
」

織
田
作
之
助
「
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
」
論

の
を
語
る
際
に
「
灯
」
の
描
写
が
い
く
つ
か
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
市

場
を
訪
れ
た
際
に
は
、
「
鈍
い
軒
燈
の
光
を
あ
び
な
が
ら
」
と
、
「
鈍
い
」
と

い
う
語
が
伴
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
市
場
の
中
は
狭
く
て
暗
か
っ
た
」
と

い
う
描
写
も
あ
り
、
市
場
の
「
灯
」
は
、
明
る
く
輝
か
な
い
「
灯
」
と
し
て

描
写
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
直
後
に
「
道
は
ば
つ
と
ひ
ら

け
て
、
明
る
く
、
二
つ
井
戸
」
と
語
り
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
「
鈍
い
」
、

「
狭
く
て
暗
」
い
な
ど
と
表
現
さ
れ
る
市
場
の
「
灯
」
の
様
子
は
、
単
に
市

場
の
暗
さ
を
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、
直
後
に
展
開
さ
れ
る
二
つ
井
戸
の
明

る
さ
を
際
立
た
せ
る
効
果
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
効
果
に
よ
っ
て
「
灯
」
が
際
立
つ
は
ず
の
二
つ
井
戸
の
場
面
で

は
、
「
灯
」
は
も
と
よ
り
「
行
燈
」
、
「
提
灯
」
な
ど
、
「
灯
」
を
直
接
的
に
表

す
言
葉
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
「
オ
ッ
ト
セ
イ
の

黒
ず
ん
だ
肉
を
売
る
店
」
や
「
猿
の
頭
蓋
骨
や
龍
の
お
と
し
兒
の
黒
焼
を
売

る
黒
焼
屋
」
な
ど
、
二
つ
井
戸
で
目
に
し
た
店
の
名
前
や
情
報
が
、
十
吉
の

語
り
の
中
で
細
か
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
灯
」
を
表
す
言
葉
が
直
接
用
い

ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
店
が
羅
列
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
灯
」
の
あ

る
光
景
を
喚
起
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
場
面
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
二
つ
井
戸
の
光
景
に
対
し
、
十
吉
は
「
し
び
れ
る
や
う
な
夜

の
世
界
の
悩
ま
し
さ
」
に
「
幼
い
心
」
を
う
ず
か
せ
た
と
語
っ
て
お
り
、
幼

少
時
の
十
吉
が
「
灯
」
の
あ
る
世
界
に
魅
了
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
二
つ
井
戸
の
次
に
訪
れ
た
道
頓
堀
の
様
子
を
、
十
吉
は
以
下
の
よ
う

に
振
り
返
っ
て
い
る
。

一
一
一
一



「
夢
の
世
界
」
を
目
の
当
た
り
に
し
た
十
吉
は
、
「
夜
の
蛾
の
よ
う
に
こ
の

世
界
に
あ
こ
が
れ
て
し
ま
」
い
、
そ
の
後
、
次
の
継
母
で
あ
る
玉
子
に
連
れ

ら
れ
て
行
っ
た
八
幡
筋
の
夜
店
で
も
、
「
は
じ
め
て
見
る
心
斎
橋
の
灯
に
ぼ

う
っ
と
な
っ
て
」
し
ま
う
。
加
え
て
十
吉
は
、
「
そ
れ
よ
り
も
戎
橋
や
太
左

衛
門
橋
の
上
か
ら
見
た
川
の
両
岸
の
灯
に
心
を
そ
そ
ら
れ
た
」
と
語
る
。

二
つ
井
戸
の
場
面
か
ら
八
幡
筋
の
場
面
に
至
る
ま
で
の
語
り
か
ら
は
、
大

十
吉
は
、
道
頓
堀
の
「
灯
」
を
「
二
つ
井
戸
よ
り
も
な
ほ
明
る
い
」
世

界
、
「
光
の
洪
水
」
で
あ
る
と
表
現
し
て
お
り
、
道
頓
堀
の
「
灯
」
が
い
か

に
十
吉
を
引
き
付
け
る
も
の
で
あ
る
か
が
伝
わ
る
部
分
と
な
っ
て
い
る
。
そ

》
つ
士
今

し
て
、
十
吉
は
浜
子
に
「
お
午
の
夜
店
」
へ
と
連
れ
て
行
か
れ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
色
彩
と
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
ア
セ
チ
リ
ン
瓦
斯
や
ラ
ン
プ
の

光
の
中
に
ご
ち
や
ご
ち
や
と
、
し
か
し
一
種
の
秩
序
を
保
っ
て
並
ん
で

ゐ
る
風
景
は
、
田
舎
で
育
っ
て
来
た
私
に
は
ま
る
で
夢
の
世
界
で
す
。

前
方
の
道
頓
堀
の
灯
を
な
が
め
て
、
今
通
っ
て
来
た
二
つ
井
戸
よ
り
も

な
ほ
明
る
い
あ
ん
な
世
界
が
こ
の
世
に
あ
っ
た
の
か
と
、
も
う
ま
る
で

狐
に
つ
ま
ま
れ
た
や
う
な
想
ひ
が
し
、
も
し
浜
子
が
連
れ
て
行
っ
て
く

れ
な
け
れ
ば
、
隙
を
み
て
か
け
だ
し
て
行
っ
て
、
あ
の
光
の
洪
水
の
中

へ
飛
び
込
ま
う
と
思
ひ
な
が
ら
、
（
略
）
も
う
道
頓
堀
の
明
る
さ
は
あ

つ
と
い
ふ
間
に
私
の
躯
を
さ
ら
っ
て
、
私
は
ぼ
う
っ
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

夜
店
の
「
灯
」
の
み
な
ら
ず
、
「
新
世
界
の
通
天
閣
の
灯
」
や
「
ラ
イ
オ

ン
ハ
ミ
ガ
キ
の
広
告
燈
が
赤
に
な
り
青
に
な
り
黄
に
変
っ
て
点
滅
す
る
あ
の

南
の
夜
空
」
は
、
十
吉
の
胸
を
「
悩
ま
し
く
揺
ぶ
」
っ
た
。
「
灯
の
空
に
あ

こ
が
れ
、
さ
ま
よ
」
う
「
想
い
」
を
抱
え
た
十
吉
は
、
奉
公
先
や
仕
事
を

次
々
と
変
え
、
放
浪
を
繰
り
返
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
初
恋
の
女
性
で
あ

る
文
子
へ
の
思
い
を
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
十
吉
は
、
彼
女
を
追
い
か

け
線
路
沿
い
を
歩
い
て
東
京
へ
赴
く
。
無
事
文
子
に
再
会
で
き
た
十
吉
で
あ

っ
た
が
、
迷
惑
げ
な
彼
女
を
見
て
、
「
そ
ん
な
女
心
に
愛
想
が
つ
き
て
し
ま

ふ
前
に
」
自
分
自
身
に
愛
想
を
尽
か
す
。
そ
し
て
、
文
子
か
ら
大
阪
ま
で
の

阪
の
「
灯
」
、
特
に
夜
店
の
「
灯
」
に
魅
了
さ
れ
る
十
吉
の
姿
が
浮
か
び
上

が
る
。
実
際
に
十
吉
は
、
十
五
歳
で
丁
稚
奉
公
に
出
た
が
や
が
て
奉
公
を
怠

け
出
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
振
り
返
り
、
当
時
自
分
を
引
き
付
け
て
い
た

夜
店
の
「
灯
」
の
魅
力
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

が
、
こ
ん
な
食
気
よ
り
も
私
を
ひ
き
つ
け
た
も
の
は
や
は
り
夜
店
の
灯

で
す
。
あ
の
ア
セ
チ
リ
ン
瓦
斯
の
匂
ひ
と
青
い
灯
。
プ
ロ
マ
イ
ド
屋
の

飾
窓
に
反
射
す
る
六
十
燭
光
の
眩
い
灯
。
易
者
の
屋
台
の
上
に
ち
よ
ぼ

ん
と
置
か
れ
て
ゐ
る
提
灯
の
灯
。
そ
れ
か
ら
橋
の
た
も
と
の
暗
が
り
に

出
て
ゐ
る
蛍
売
り
の
蛍
火
の
瞬
き
：
：
。
私
の
夢
は
い
つ
も
さ
う
し
た

灯
の
周
り
に
量
と
な
っ
て
ぐ
る
ぐ
る
と
廻
る
の
で
す
。
私
は
一
と
六
の

日
ご
と
に
平
野
町
に
夜
店
が
出
る
灯
と
も
し
頃
に
な
る
と
、
そ
は
そ
は

と
し
て
、
そ
し
て
店
を
抜
け
出
す
の
で
し
た
。

一
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自
分
自
身
に
愛
想
を
尽
か
し
た
十
吉
の
心
を
繋
ぎ
止
め
る
存
在
と
し
て
、

大
阪
の
「
灯
」
が
登
場
し
て
い
る
。
死
の
う
と
決
心
し
た
際
に
心
残
り
に
な

る
ほ
ど
、
大
阪
の
「
灯
」
は
、
当
時
の
十
吉
に
と
っ
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
□
ま
た
、
こ
の
作
品
に
は
石
山
、
豊
橋
、
静
岡
、
東
京
な
ど
大
阪

以
外
の
地
名
が
登
場
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
場
所
に
関
す
る
語
り
が
な
さ
れ
る

際
、
「
灯
」
に
関
す
る
描
写
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
十
吉
に
と

っ
て
は
「
灯
」
そ
の
も
の
が
重
要
な
の
で
は
な
く
、
大
阪
の
「
灯
」
こ
そ
が

彼
の
心
の
支
え
と
な
る
の
で
あ
る
。

さ
て
「
も
う
一
度
大
阪
の
灯
を
見
て
死
な
う
」
と
決
心
し
た
十
吉
は
東
京

を
離
れ
、
大
阪
・
中
之
島
公
園
に
到
着
す
る
。
川
岸
を
眺
め
る
十
吉
の
語
り

を
見
る
と
、
「
そ
の
料
理
場
で
は
鈍
い
電
燈
の
光
を
浴
び
た
裸
か
の
料
理
人

が
影
絵
の
や
う
に
う
ご
め
い
て
ゐ
ま
し
た
」
と
、
「
灯
」
の
描
写
が
な
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
「
灯
」
を
見
た
こ
と
で
「
に
は
か
に
生
へ
の
執
着
が
甦
っ

て
来
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
阪
の
「
灯
」
に
対
す
る
十
吉

の
執
着
を
、
こ
こ
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
の
場
面
か
ら
彼
の
語
り
の
中
で
の
「
灯
」
は
変
化
を
始
め

る
。
十
吉
が
中
之
島
公
園
で
ぼ
ん
や
り
過
ご
し
て
い
る
う
ち
に
、
「
支
那
料

旅
費
を
「
う
っ
か
り
貰
っ
て
し
ま
っ
た
」
十
吉
は
以
下
の
こ
と
を
考
え
る
。

し
か
し
、
私
は
旅
費
を
貰
ひ
な
が
ら
、
大
阪
へ
帰
っ
た
ら
、
死
ぬ
つ
も

り
で
し
た
。
そ
ん
な
も
の
を
貰
っ
た
以
上
、
死
ぬ
よ
り
外
は
も
う
浮
び

や
う
が
な
い
。
も
う
一
度
大
阪
の
灯
を
見
て
死
な
う
と
思
ひ
ま
し
た
。

織
田
作
之
助
「
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
」
論

理
屋
の
客
席
の
灯
が
消
え
、
歯
医
者
の
二
階
の
灯
が
消
え
」
と
、
「
灯
」
が

消
え
て
行
く
の
で
あ
る
。
「
灯
」
が
消
え
る
描
写
は
、
十
吉
の
語
り
に
お
い

て
こ
の
部
分
が
唯
一
で
あ
る
。
こ
の
部
分
か
ら
の
ち
、
大
阪
の
「
灯
」
に
つ

い
て
語
ら
れ
る
箇
所
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
。
作
品
の
終
盤
、
十
吉
が
父
の
家

を
訪
れ
た
際
に
「
行
燈
」
が
登
場
す
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
の
描
か
れ
方
と

は
様
子
を
異
に
し
て
い
る
。

父
の
老
妻
が
「
髪
結
ひ
も
よ
し
」
た
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
行
燈
に
「
灯
」

が
と
も
ら
な
い
こ
と
を
示
す
。
中
之
島
公
園
で
「
灯
」
が
消
え
た
後
、
や
は

り
大
阪
に
「
灯
」
が
と
も
る
描
写
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
前
章
で
確
認

し
た
「
亡
び
行
く
大
阪
」
の
よ
う
な
「
灯
」
の
変
化
の
み
で
な
く
、
十
吉
の

語
り
に
お
け
る
表
現
と
し
て
の
「
灯
」
も
ま
た
、
変
化
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
「
灯
」
の
変
化
に
加
え
、
そ
の
「
灯
」
に
魅
了
さ
れ
て
い
た
十
吉
の
行
動

も
変
化
を
し
て
い
る
。
「
さ
う
言
へ
ぱ
、
た
し
か
に
私
の
放
浪
は
生
れ
た
途

端
に
も
う
始
ま
っ
て
ゐ
ま
し
た
：
：
」
と
い
う
語
り
か
ら
も
分
か
る
通
り
、

十
吉
の
放
浪
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
七
歳
で
父
親
の
元
へ
戻
る
ま
で
の
間
、
た

ら
い
回
し
に
遭
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
「
十
五
の
歳
か
ら
二
十
五

の
歳
ま
で
十
年
の
間
、
（
略
）
あ
と
は
ど
ん
な
色
の
紐
の
前
掛
を
つ
け
た
の

そ
の
家
の
軒
に
は
「
お
め
か
し
処
」
と
父
の
筆
で
書
い
た
行
燈
が
掛
っ

て
ゐ
た
の
だ
が
、
二
三
年
前
か
ら
婆
さ
ん
の
右
の
手
が
不
随
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
髪
結
ひ
も
よ
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。

一
一
一
一
一
一



や
ら
ま
る
で
覚
え
が
な
い
く
ら
ゐ
」
奉
公
先
を
転
々
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、

十
吉
は
父
か
ら
勘
当
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
職
を
転
々
と
し
た
り
、
「
放

浪
へ
の
郷
愁
」
か
ら
東
京
ま
で
歩
い
て
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
作
品
に
は
放

浪
を
繰
り
返
す
十
吉
の
姿
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。

父
か
ら
不
良
扱
い
さ
れ
勘
当
ま
で
さ
れ
た
十
吉
で
あ
る
が
、
父
と
思
い
が

け
な
い
再
会
を
果
た
し
た
後
、
父
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
見
た
彼
は
、
「
私
は
こ

の
父
と
一
緒
に
住
ん
で
孝
行
し
よ
う
と
思
っ
た
」
と
決
意
し
、
父
と
そ
の
老

妻
と
共
に
生
活
を
す
る
。
二
年
の
共
同
生
活
の
後
、
父
は
他
界
し
た
が
、
今

度
は
「
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
と
随
い
て
来
る
父
の
老
妻
の
雛
く
ち
や
の
顔
を
見
な

が
ら
、
ふ
と
こ
の
婆
さ
ん
に
孝
行
し
て
や
ら
う
と
思
っ
た
」
と
、
血
の
つ
な

が
ら
な
い
「
こ
の
婆
さ
ん
」
に
対
し
て
も
孝
行
を
思
い
立
っ
て
い
る
。
親
孝

行
を
す
る
十
吉
か
ら
は
、
放
浪
を
繰
り
返
し
て
い
た
頃
の
十
吉
の
姿
は
う
か

が
え
な
い
。

次
に
見
ら
れ
る
行
動
の
変
化
と
し
て
、
貯
金
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
六
十
三

銭
し
か
持
ち
合
せ
が
な
か
っ
た
」
た
め
に
東
京
ま
で
徒
歩
で
赴
い
た
十
吉

（
弱
）

が
、
昭
和
六
年
か
ら
「
今
」
に
至
る
ま
で
の
約
十
年
間
貯
金
し
続
け
て
い
る

点
は
、
彼
の
行
動
の
変
化
を
示
す
一
例
で
あ
る
と
い
え
る
。
な
お
、
こ
の
よ

う
な
変
化
が
描
か
れ
る
一
方
で
、
紙
芝
居
屋
や
造
船
所
の
倉
庫
番
、
病
院
の

雑
役
夫
な
ど
、
十
吉
の
職
は
い
く
つ
か
変
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
一
見
す
れ

ば
彼
に
放
浪
が
根
付
い
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

職
を
転
々
と
し
な
が
ら
も
、
「
禁
酒
貯
金
」
や
「
秋
山
さ
ん
名
義
の
貯
金
」

を
維
持
す
る
た
め
に
働
く
と
い
う
行
為
が
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目

に
値
す
る
。
車
の
先
引
き
を
辞
め
た
理
由
は
亀
や
ん
の
死
で
あ
っ
た
し
、
父

親
が
「
私
の
躯
に
つ
い
て
ゐ
る
薬
の
匂
ひ
を
い
や
が
っ
た
の
で
」
病
院
の
雑

役
夫
を
辞
め
た
な
ど
、
仕
事
を
辞
め
る
に
も
理
由
が
存
在
し
て
い
る
。
貯
金

を
開
始
し
た
十
吉
か
ら
は
、
丁
稚
奉
公
や
そ
の
後
仕
事
を
転
々
と
し
て
い
た

頃
の
「
少
し
飽
き
て
来
る
と
、
も
う
居
た
た
ま
れ
な
く
な
っ
て
、
奉
公
先
を

変
へ
て
し
ま
ふ
」
と
い
っ
た
様
子
が
見
ら
れ
な
い
。
放
浪
を
繰
り
返
し
て
き

た
十
吉
は
、
行
動
と
い
う
点
に
お
い
て
、
作
品
内
で
変
化
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

こ
こ
で
、
大
阪
の
「
灯
」
と
十
吉
の
放
浪
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
た

い
。
「
今
」
の
十
吉
は
、
「
も
う
私
に
は
大
し
た
望
み
も
な
い
。
私
を
誘
惑
す

る
大
阪
の
灯
も
も
う
す
つ
か
り
消
え
て
し
ま
ひ
、
却
っ
て
気
持
が
落
ち
着
い

て
ゐ
る
」
と
語
っ
て
い
る
。
こ
の
語
り
か
ら
は
、
大
阪
の
「
灯
」
が
十
吉
を

誘
惑
す
る
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
浮
か
び
上
が
る
。
そ
し
て
そ
れ
と

同
時
に
、
「
灯
」
が
自
分
を
誘
惑
す
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
「
今
」
の
十

吉
が
自
覚
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
る
。
自
分
を
誘
惑
す
る
大
阪
の

「
灯
」
が
「
す
つ
か
り
消
え
て
し
ま
」
っ
た
「
今
」
、
十
吉
は
望
み
を
失
っ
た

も
の
の
「
却
っ
て
気
持
が
落
ち
着
い
て
ゐ
る
」
状
態
で
あ
り
、
そ
の
彼
か
ら

放
浪
の
様
子
は
う
か
が
え
な
い
。
「
灯
」
の
表
現
が
変
化
す
る
に
つ
れ
、
十

吉
の
行
動
も
変
化
し
て
い
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
大
阪
の
「
灯
」
と
十
吉

の
行
動
と
は
相
関
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
変
化
は
ど
こ
で
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
そ

の
変
化
の
生
じ
る
場
面
こ
そ
が
、
「
灯
」
の
消
え
た
中
之
島
公
園
の
場
面
な

の
で
あ
る
。
放
浪
を
繰
り
返
し
て
い
た
十
吉
は
、
消
灯
を
目
に
し
た
中
之
島

公
園
に
て
秋
山
と
出
会
い
、
そ
の
後
貯
金
や
親
孝
行
を
す
る
よ
う
に
な
る
。

四



幼
少
期
の
思
い
出
に
お
け
る
十
吉
の
語
り
は
、
微
細
な
点
に
ま
で
渡
っ
て

い
る
。
例
え
ば
冒
頭
で
は
、
「
生
れ
た
時
の
こ
と
は
無
論
お
ぼ
え
は
な
か
っ

た
が
」
、
「
よ
く
は
お
ぼ
え
て
ゐ
な
い
が
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
も
、
生
ま
れ

て
間
も
な
い
頃
の
こ
と
を
、
あ
た
か
も
記
憶
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
事
細
か

に
語
っ
て
い
る
。
生
ま
れ
て
す
ぐ
た
ら
い
回
し
に
遭
っ
た
「
不
景
気
な
話
」

を
、
「
子
供
の
頃
で
お
ぼ
え
も
な
し
、
空
想
を
ま
じ
へ
た
創
作
で
語
る
以

上
、
出
来
る
だ
け
面
白
を
か
し
ぐ
脚
色
し
て
や
り
ま
せ
う
」
と
譜
韮
を
交
え

て
語
る
十
吉
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
そ
ん
な
語
り
口
で
し
か
私
に

は
自
分
を
い
た
は
る
方
法
が
な
か
っ
た
と
、
言
へ
ぱ
言
へ
な
い
こ
と
も
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
。
生
ま
れ
て
間
も
な
い
頃
の
こ
と
を
語
る
十
吉
は
、
そ

の
「
不
景
気
な
話
」
を
「
下
司
っ
ぽ
い
語
り
口
」
で
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
分
自
身
を
慰
撫
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
十
吉
の
語
り
の
中
で
特
に
事
細
か
に
語
ら
れ
て
い
る
の
が
、
千

つ
ま
り
、
二
つ
の
変
化
は
、
同
じ
地
点
で
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ

け
で
な
く
、
中
之
島
公
園
の
場
面
を
軸
と
し
て
他
に
も
変
化
し
て
い
る
も
の

が
あ
る
ｃ
そ
れ
は
、
作
品
を
構
成
す
る
十
吉
の
語
り
で
あ
る
。
以
降
、
十
吉

の
語
り
の
変
化
が
「
灯
」
や
行
動
の
変
化
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
か
を
明
確

に
す
る
た
め
、
「
灯
」
や
行
動
の
変
化
の
軸
で
あ
る
中
之
島
公
園
の
場
面
を

転
換
点
と
し
、
転
換
点
以
前
の
部
分
を
作
品
前
半
、
転
換
点
以
後
を
作
品
後

半
と
し
て
、
引
き
続
き
論
を
進
め
る
。

三
十
吉
の
放
浪
と
語
り

織
田
作
之
助
「
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
」
論

右
に
挙
げ
た
例
の
他
に
も
、
笠
屋
町
の
町
並
み
や
、
浜
子
の
次
に
継
母
と

な
っ
た
玉
子
に
連
れ
ら
れ
て
行
っ
た
八
幡
筋
の
夜
店
、
平
野
町
の
夜
店
な
ど

に
つ
い
て
、
十
吉
は
細
々
と
語
っ
て
い
く
。
精
細
に
語
ら
れ
る
夜
店
の
場
面

に
お
い
て
「
灯
」
の
描
写
が
非
常
に
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
既
に
指
摘
し

た
通
り
で
あ
る
。
「
こ
と
大
阪
の
話
に
な
る
と
、
や
は
り
な
つ
か
し
く
て
、

こ
ま
こ
ま

つ
い
細
細
と
語
り
た
く
て
：
：
」
と
述
べ
る
「
今
」
の
十
吉
か
ら
は
、
幼
少

期
の
大
阪
で
の
思
い
出
や
そ
の
時
見
た
「
灯
」
に
つ
い
て
詳
し
く
語
り
た
い

心
情
が
う
か
が
え
る
。
実
際
に
、
作
品
前
半
で
は
、
「
し
び
れ
る
や
う
な
夜

の
世
界
の
悩
ま
し
さ
に
、
幼
い
心
が
う
づ
い
て
ゐ
た
」
や
、
「
も
う
ま
る
で

狐
に
つ
ま
ま
れ
た
や
う
な
想
ひ
が
し
」
な
ど
、
当
時
の
心
境
を
詳
し
く
語
る

十
吉
の
姿
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
前
や
道
頓
堀
な
ど
を
始
め
と
す
る
、
十
吉
が
訪
れ
た
夜
店
の
場
面
で
あ

る
。
彼
は
、
自
分
が
目
に
し
た
店
や
通
っ
た
道
な
ど
の
光
景
に
関
し
て
、
非

常
に
詳
し
い
語
り
を
展
開
し
て
み
せ
る
。

お
も
ち
や
屋
の
隣
に
今
川
焼
が
あ
り
、
今
川
焼
の
隣
は
手
品
の
種
明

ま
は
り
あ
ん
ど

し
、
行
燈
の
中
が
ぐ
る
ぐ
る
廻
る
の
は
走
馬
燈
で
、
虫
売
の
屋
台
の
赤

マ
マ

い
行
燈
に
も
鈴
虫
、
松
虫
、
く
つ
わ
虫
の
絵
が
描
か
れ
、
虫
売
り
の
隣

み
た

み
た

の
蜜
垂
ら
し
屋
で
は
蜜
を
掛
け
た
祗
園
だ
ん
ご
を
売
っ
て
を
り
、
蜜
垂

な
に
や

ら
し
屋
の
隣
に
何
屋
が
あ
る
。
と
見
れ
ば
、
豆
板
屋
、
金
米
糖
、
ぶ
つ

ふ
た

切
り
飴
も
ガ
ラ
ス
の
蓋
の
下
に
は
い
っ
て
を
り
、
そ
の
隣
は
鯛
焼
屋
、

（
略
）

五



幼
少
期
に
限
ら
ず
、
奉
公
先
で
の
思
い
出
に
お
い
て
も
、
十
吉
の
語
り
は

、
、
、
、

細
部
に
ま
で
及
ぶ
。
「
朝
は
お
粥
に
香
の
物
、
昼
は
ば
ん
ざ
い
と
い
っ
て
野

菜
の
煮
た
も
の
か
蒟
蒻
の
水
臭
い
す
ま
し
汁
、
夜
は
ま
た
香
の
も
の
に
お
茶

漬
だ
っ
た
」
な
ど
、
奉
公
先
で
食
べ
た
物
や
そ
こ
で
の
習
慣
に
つ
い
て
細
か

な
語
り
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
過
去
の
思
い
出
の
詳
細
を
語
り
た

い
十
吉
の
姿
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
後
、
十
吉
は
父
親
に

勘
当
さ
れ
職
を
転
々
と
す
る
が
、
そ
の
こ
と
を
語
る
際
も
十
吉
の
語
り
の
姿

勢
は
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
「
灯
」
の
描
写
や
十
吉
の
行
動
と
同
様
、
十

吉
の
語
り
は
転
換
点
付
近
か
ら
変
化
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。
東
京
で
自
分
自

身
に
失
望
し
、
「
も
う
一
度
大
阪
の
灯
を
見
て
死
な
う
」
と
決
心
を
し
た
際

の
心
情
を
、
十
吉
は
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

作
品
前
半
で
当
時
の
心
境
を
詳
し
く
語
っ
て
い
た
十
吉
の
姿
と
は
異
な

り
、
転
換
点
で
の
十
吉
は
、
「
そ
の
時
」
の
気
持
ち
を
深
追
い
せ
ず
、
む
し

ろ
先
を
急
ご
う
と
し
て
い
る
。
作
品
前
半
の
十
吉
は
「
そ
の
時
の
こ
と
を
、

少
し
詳
し
く
語
っ
て
み
ま
せ
う
」
と
、
過
去
を
語
る
こ
と
に
対
し
て
意
欲
的

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
先
を
急
ぎ
ま
せ
う
」
と
語
っ
た
以
降
の
十
吉
は
、

細
部
ま
で
語
る
こ
と
を
せ
ず
「
人
生
紙
芝
居
」
の
話
の
筋
に
沿
っ
た
淡
白
な

語
り
を
展
開
し
て
い
く
。
作
品
が
進
む
に
つ
れ
、
十
吉
の
中
で
、
語
り
に
対

そ
の
時
の
気
持
は
せ
ん
さ
く
し
て
み
れ
ば
、
随
分
複
雑
で
し
た
が
、
し

か
し
、
今
は
も
う
そ
の
興
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
複
雑
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
く
つ
に
何
の
自
慢
に
も
な
ら
な
い
。
先
を
急
ぎ
ま
せ
う
。

こ
の
後
、
十
吉
は
周
囲
か
ら
「
人
生
紙
芝
居
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
経
緯
を
淡
々
と
語
っ
て
い
く
。
こ
の
語
り
の
流
れ
か
ら
考
え
る
と
、
彼
の

語
り
の
「
肝
腎
の
部
分
」
が
「
人
生
紙
芝
居
」
の
部
分
を
指
し
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
十
吉
は
そ
の
部
分
に
つ
い
て
「
詳
し

く
語
り
た
い
熱
」
を
失
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
十
吉
は
「
私
の
こ
の

話
が
も
し
か
り
に
美
談
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
が
美
談
ら
し
く
な
る

訳
で
す
が
、
美
談
と
い
ふ
も
の
は
凡
そ
面
白
く
な
い
の
が
相
場
の
や
う
で
す

か
ら
、
こ
れ
か
ら
先
は
ま
す
ま
す
ご
辛
抱
願
わ
ね
ば
な
り
ま
す
ま
い
」
や
、

「
現
在
の
自
分
を
振
り
返
っ
て
み
て
も
、
別
に
出
世
双
六
と
騒
が
れ
る
ほ
ど

の
出
世
で
は
な
い
」
な
ど
と
語
る
こ
と
で
、
「
人
生
紙
芝
居
」
の
話
に
対
し

て
否
定
的
な
姿
勢
を
取
り
続
け
る
。
こ
の
否
定
的
な
姿
勢
か
ら
も
ま
た
、

「
詳
し
く
語
り
た
い
熱
」
を
失
っ
た
十
吉
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。
加
え
て

十
吉
は
、
「
今
」
の
自
分
に
対
し
て
も
「
も
う
私
に
は
大
し
た
望
み
も
な

い
」
と
い
っ
た
消
極
的
な
発
言
を
し
て
い
る
。
「
人
生
紙
芝
居
」
の
話
だ
け

す
る
姿
勢
が
変
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
変
化
の
理
由
と
し

て
、
十
吉
は
転
換
点
の
直
前
に
次
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
れ
か
ら
が
こ
の
話
の
眼
目
に
は
い
る
の
で
す
が
、
考
へ
て
み

る
と
、
話
の
枕
に
身
を
入
れ
す
ぎ
て
、
も
う
こ
の
先
の
肝
腎
の
部
分
を

詳
し
く
語
り
た
い
熱
が
な
く
な
っ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
（
略
）
し
か
し

か
う
な
れ
ば
も
う
ど
う
に
も
仕
様
が
な
い
、
駈
足
で
語
ら
し
て
貰
ふ
外

は
あ
り
ま
す
ま
い
。
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で
な
く
、
「
今
」
の
自
分
に
つ
い
て
語
る
こ
と
に
も
熱
を
失
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
ま
た
、
十
吉
の
語
り
は
「
人
生
紙
芝
居
」
の
話
に
移
る
以
前
の
方
が

細
か
く
、
分
量
と
し
て
も
長
い
。
尻
す
ぽ
み
な
こ
の
語
り
方
か
ら
も
、
「
詳

し
く
語
り
た
い
熱
」
を
失
っ
て
い
る
十
吉
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

る
。
十
吉
の
語
り
は
転
換
点
付
近
で
明
ら
か
に
変
化
し
て
お
り
、
更
に
そ
の

語
り
が
「
今
」
に
近
付
く
に
つ
れ
、
十
吉
の
「
詳
し
く
語
り
た
い
熱
」
は
失

わ
れ
て
い
く
。
つ
ま
り
、
十
吉
の
語
り
の
変
化
は
、
大
阪
の
「
灯
」
の
変
化

や
行
動
の
変
化
と
極
め
て
強
い
関
連
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

変
化
を
伴
う
十
吉
の
語
り
は
、
実
は
作
品
冒
頭
の
「
そ
の
時
、
私
に
は
六

十
三
銭
し
か
持
ち
合
せ
が
な
か
っ
た
の
で
す
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
冒
頭

で
「
そ
の
時
」
と
始
ま
る
語
り
出
し
は
唐
突
で
あ
り
、
ま
た
冒
頭
部
分
で
の

十
吉
の
語
り
か
ら
は
、
「
そ
の
時
」
が
い
つ
を
指
す
の
か
を
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
そ
し
て
六
十
三
銭
を
手
に
文
子
と
い
う
人
物
に
会
う
た
め
東

京
ま
で
歩
い
て
行
く
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
文
子
が
ど
う
い
う
人

物
な
の
か
、
ま
た
な
ぜ
彼
女
に
会
う
た
め
に
東
京
へ
行
こ
う
と
し
て
い
る
の

か
に
つ
い
て
、
そ
こ
で
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
更
に
こ
の
後
、
東
京
行
き

の
一
因
と
し
て
挙
げ
た
．
つ
に
は
放
浪
へ
の
郷
愁
で
し
た
」
と
い
う
部
分

に
お
け
る
、
「
放
浪
へ
の
郷
愁
」
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
な

く
、
十
吉
の
語
り
は
続
い
て
い
く
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
十
吉
は
、
そ
の
「
放
浪

へ
の
郷
愁
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
「
さ
う
言
へ
ぱ
、
た
し
か
に
私
の
放
浪
は

生
れ
た
途
端
に
も
う
始
ま
っ
て
ゐ
ま
し
た
．
…
」
と
、
生
誕
時
の
思
い
出
話

へ
と
語
り
を
脱
線
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。
脱
線
し
た
彼
の
語
り
は
、
生
誕

時
か
ら
幼
少
期
、
丁
稚
奉
公
や
勘
当
な
ど
を
経
て
文
子
に
再
会
し
た
頃
ま
で

織
田
作
之
助
「
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
」
論

こ
の
時
十
吉
が
見
た
道
頓
堀
川
の
水
面
に
は
「
灯
」
が
映
っ
て
お
り
、
十

吉
は
「
人
一
倍
多
感
な
胸
」
を
躍
ら
せ
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
お
い
て
も
、

「
灯
」
に
魅
了
さ
れ
る
十
吉
の
姿
を
確
か
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
し

て
、
二
十
八
歳
の
頃
、
十
吉
は
文
子
に
会
う
た
め
に
白
浜
か
ら
大
阪
へ
と
戻

っ
た
が
、
彼
女
は
東
京
に
行
っ
た
後
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
十
吉
が

東
京
へ
行
く
こ
と
を
決
心
す
る
の
が
、
以
下
の
場
面
で
あ
る
。

長
々
と
続
く
。
そ
の
語
り
の
中
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
「
灯
」
の
描
写
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

私
は
肝
を
つ
ぶ
し
、
そ
し
て
カ
ツ
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
腹
の
虫
を

押
へ
る
た
め
に
飲
ん
だ
酒
と
花
代
で
、
私
が
白
浜
か
ら
持
っ
て
来
た
金

は
殆
ん
ど
無
く
な
っ
て
し
ま
ひ
、
ふ
ら
ふ
ら
と
桔
梗
屋
を
出
た
の
は
、

あ
く
る
日
の
黄
昏
前
だ
っ
た
。
私
は
太
左
衛
門
橋
の
欄
干
に
党
れ
て
、

道
頓
堀
川
の
汚
い
水
を
眺
め
て
ゐ
る
う
ち
に
、
ふ
と
東
京
へ
行
か
う
と

私
は
は
じ
め
て
見
る
心
斎
橋
筋
の
灯
に
ぽ
う
っ
と
な
っ
て
し
ま
ひ
ま
し

た
が
、
し
か
し
そ
れ
よ
り
も
、
戎
橋
や
太
左
衛
門
橋
の
上
か
ら
見
た
川

の
両
岸
の
灯
に
心
を
そ
そ
ら
れ
た
。
（
略
）
そ
し
て
ど
ち
ら
の
背
中
に

も
夏
簾
が
か
か
っ
て
ゐ
て
、
そ
の
中
で
扇
子
を
使
っ
て
ゐ
る
人
人
を
影

絵
の
や
う
に
見
せ
て
ゐ
る
灯
は
、
や
が
て
道
頓
堀
川
の
ゆ
る
や
か
な
流

れ
に
う
つ
っ
て
ゐ
る
の
を
見
る
と
、
私
の
人
一
倍
多
感
な
胸
は
躍
る
の

で
し
た
が
、
（
略
）
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こ
こ
で
は
、
時
間
帯
が
「
黄
昏
前
」
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
更

に
「
灯
」
の
描
写
は
見
ら
れ
な
い
。
ゆ
え
に
、
こ
の
時
の
道
頓
堀
川
の
水
面

に
は
「
灯
」
が
映
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
大
阪
の
「
灯
」
に
魅
せ
ら

れ
続
け
た
十
吉
が
そ
の
場
所
を
離
れ
、
東
京
へ
と
行
く
決
意
を
す
る
重
要
な

こ
の
場
面
で
は
、
「
灯
」
の
描
写
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ

る
”
大
阪
を
離
れ
る
際
に
は
「
灯
」
に
つ
い
て
何
も
言
及
せ
ず
、
死
を
決
意

し
て
東
京
か
ら
大
阪
へ
戻
る
際
に
は
大
阪
の
「
灯
」
の
こ
と
を
思
う
十
吉

は
、
自
分
自
身
の
心
境
変
化
と
大
阪
の
「
灯
」
と
を
連
関
さ
せ
て
語
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
十
吉
が
「
ふ
と
東
京
へ
行
か
う
と
思
っ
た
」
場
面
の
直
後
、
作

品
冒
頭
部
分
で
語
ら
れ
た
「
そ
の
時
」
が
、
も
う
一
度
登
場
す
る
の
で
あ

る
。
「
そ
の
時
、
私
に
は
六
十
三
銭
し
か
持
ち
合
せ
が
な
か
っ
た
の
で
す
」

か
ら
「
一
つ
に
は
放
浪
へ
の
郷
愁
で
し
た
」
ま
で
の
語
り
は
、
冒
頭
部
分
の

（
記
）

語
り
と
内
容
に
お
い
て
一
致
し
て
お
り
、
そ
の
直
後
に
は
東
京
ま
で
の
道
中

に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
人
生
紙
芝
居
」
の
話
へ
続
き
、

「
今
」
の
自
分
に
つ
い
て
の
語
り
で
「
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
」
は
締
め
く
く
ら

れ
て
い
る
ｃ

こ
こ
で
再
確
認
し
た
い
の
が
、
「
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
」
は
十
吉
の
語
り
に

よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
語
り
の
中
で
同
一
の

内
容
が
二
度
登
場
す
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
同
一
内
容
の
言
い
回
し
の
問
に
挟
ま
れ
た
部
分
を
確
認
す
る

思
っ
た
ｃ

と
、
そ
こ
で
は
十
吉
の
思
い
出
話
が
長
々
と
語
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
語
り
に

と
っ
て
、
「
肝
腎
の
部
分
」
が
「
人
生
紙
芝
居
」
の
話
で
あ
る
こ
と
は
指
摘

し
た
通
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
十
吉
の
長
々
と
し
た
思
い
出
話
は
「
肝

腎
の
部
分
」
か
ら
脱
線
し
た
語
り
で
あ
る
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
長
々
と
し
た
思
い
出
話
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
者

は
、
十
吉
の
「
放
浪
の
な
ら
は
し
」
が
生
ま
れ
た
頃
か
ら
染
み
付
い
て
い
る

こ
と
や
、
文
子
と
十
吉
の
関
係
、
更
に
十
吉
が
持
つ
「
灯
」
へ
の
こ
だ
わ
り

な
ど
、
十
吉
が
い
か
な
る
人
物
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
十
吉
に
関
す
る
知
識
を
得
た
上
で
、
「
そ
の
時
、
私
に
は
六
十
三
銭
し

か
持
ち
合
せ
が
な
か
っ
た
の
で
す
」
か
ら
「
一
つ
に
は
放
浪
へ
の
郷
愁
で
し

た
」
ま
で
の
部
分
が
も
う
一
度
語
ら
れ
る
と
、
冒
頭
で
は
見
え
て
こ
な
か
っ

た
十
吉
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
語
り
の
脱
線
に

よ
っ
て
十
吉
の
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
で
初
め
て
、
な
ぜ
彼
が
六
十
三
銭
し

か
持
っ
て
い
な
い
の
か
、
文
子
と
い
う
女
性
が
誰
で
あ
る
か
、
彼
を
東
京
へ

赴
か
せ
た
要
因
で
あ
る
「
放
浪
へ
の
郷
愁
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
な
ど

が
明
確
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
十
吉
自
身
も
、
一
度
語
り
を

脱
線
し
、
生
ま
れ
て
か
ら
「
そ
の
時
」
に
至
る
ま
で
の
自
分
を
語
る
こ
と

で
、
自
分
を
東
京
へ
行
か
せ
た
要
因
が
何
で
あ
っ
た
の
か
を
確
認
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
「
人
生
紙
芝
居
」
の
話
を
語
ろ
う
と
す
る
十
吉
の
語
り
の
中

に
、
語
り
の
脱
線
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
阪
の
「
灯
」
に
対
す

る
表
現
や
十
吉
の
行
動
、
彼
の
語
り
が
変
化
し
て
い
く
こ
と
、
更
に
そ
れ
ら

が
重
層
的
な
構
造
を
成
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。
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以
上
、
誕
生
か
ら
「
今
」
に
至
る
ま
で
を
語
る
十
吉
の
語
り
を
読
み
解
く

こ
と
で
、
大
阪
の
「
灯
」
、
十
吉
の
行
動
、
語
り
の
変
化
を
論
証
し
て
き

た
。
大
阪
の
「
灯
」
の
表
現
が
転
換
点
で
変
化
す
る
と
、
十
吉
の
行
動
や
そ

の
こ
と
を
語
る
十
吉
の
語
り
ぶ
り
も
同
様
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三

つ
の
変
化
は
互
い
に
強
固
な
連
関
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
。

で
は
、
そ
の
変
化
に
よ
っ
て
何
が
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
作
品

前
半
の
十
吉
の
語
り
は
非
常
に
細
か
く
、
そ
こ
で
は
大
阪
の
「
灯
」
の
描
写

が
多
く
見
ら
れ
た
。
作
品
前
半
で
の
思
い
出
を
詳
し
く
語
る
理
由
と
し
て
、

「
今
」
の
十
吉
は
、
「
一
つ
に
は
何
と
い
っ
て
も
私
に
は
大
阪
の
町
町
が
な
つ

か
し
い
、
今
と
な
っ
て
み
れ
ば
一
層
な
つ
か
し
い
、
惜
愛
の
気
持
」
が
あ
る

た
め
だ
と
語
る
“
こ
の
部
分
に
よ
っ
て
、
十
吉
の
感
じ
た
「
惜
愛
」
や
な
つ

か
し
さ
が
、
大
阪
の
「
灯
」
が
見
ら
れ
た
頃
の
「
大
阪
の
町
町
」
か
ら
生
じ

て
い
る
こ
と
が
明
確
と
な
る
。
更
に
、
十
吉
は
「
私
を
誘
惑
す
る
大
阪
の
灯

も
も
う
す
つ
か
り
消
え
て
し
ま
ひ
」
と
語
り
、
「
今
」
の
大
阪
で
は
「
灯
」

が
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
大
阪
の
「
灯
」
が
消
え

る
こ
と
は
、
作
品
中
で
十
吉
が
「
亡
び
行
く
大
阪
」
の
一
例
を
目
の
当
た
り

に
し
て
い
る
状
況
を
表
す
と
い
え
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
大
阪
の
「
灯
」

が
十
吉
自
身
の
心
境
変
化
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
考
え

る
と
、
「
灯
」
に
魅
了
さ
れ
放
浪
を
繰
り
返
し
た
十
吉
が
過
去
の
姿
と
な
る

こ
と
、
そ
の
象
徴
と
し
て
、
大
阪
の
「
灯
」
の
消
失
を
捉
え
る
こ
と
が
可
能

お
わ
り
に

織
田
作
之
助
「
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
」
論

で
あ
る
。

十
吉
は
、
大
阪
の
「
灯
」
が
消
え
た
こ
と
で
「
却
っ
て
気
持
が
落
ち
着
ゐ

て
い
る
」
と
す
る
一
方
で
、
「
も
う
私
に
は
大
し
た
望
み
も
な
い
」
と
語
っ

て
い
る
。
「
今
」
の
自
分
が
い
く
ら
世
間
か
ら
「
人
生
紙
芝
居
」
と
賞
賛
さ

れ
て
も
、
十
吉
に
と
っ
て
は
「
望
み
」
の
な
い
存
在
と
し
か
感
じ
ら
れ
な

い
。
そ
し
て
、
「
大
し
た
望
み
も
な
い
」
十
吉
は
自
分
を
振
り
返
り
、
「
大
阪

の
町
町
」
の
変
化
だ
け
で
な
く
、
「
今
」
と
過
去
と
の
自
分
自
身
に
お
い
て

も
変
化
が
あ
る
と
気
付
く
こ
と
で
、
過
去
の
自
分
自
身
に
対
し
て
「
惜
愛
」

の
情
を
沸
か
せ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
十
吉
の
語
り
の
中
で
見
ら
れ
る
「
惜
愛
」
と
は
、
単
に
「
今
」

で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
過
去
の
「
大
阪
の
町
町
」
に
対
す
る
感
情
だ
け

で
は
な
く
、
「
今
」
の
十
吉
が
自
分
の
過
去
を
振
り
返
る
こ
と
で
、
「
今
」
の

自
分
に
は
見
ら
れ
な
い
過
去
の
自
分
の
姿
に
気
付
い
た
時
に
沸
く
感
情
も
含

め
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
□
そ
し
て
十
吉
は
、
自
分
の
過
去
を
振
り
返

り
な
が
ら
細
部
ま
で
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
と
「
大
阪
の
町

町
」
、
及
び
大
阪
の
「
灯
」
と
が
い
か
に
密
接
に
関
わ
り
合
っ
て
き
た
か
を

確
か
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

、
王

、
、
〃
グ（
１
）
「
新
文
学
」
第
三
巻
第
二
・
三
号
（
全
国
書
房
、
昭
和
二
十
一
年

三
月
）
。

（
２
）
織
田
作
之
助
『
世
相
」
（
八
雲
書
店
、
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
）
。

（
３
）
青
山
光
二
「
解
説
」
（
織
田
作
之
助
「
夫
婦
善
哉
』
、
新
潮
社
、

九



平
成
十
二
年
九
月
）
。

（
４
）
織
田
の
執
筆
動
機
を
軸
と
し
た
論
と
し
て
、
青
山
光
二
「
解
説
」

（
前
掲
）
の
他
に
、
河
原
義
夫
「
織
田
作
之
助
の
世
界
逆
説
か
、

反
逆
か
」
（
河
原
義
夫
編
著
「
織
田
作
之
助
研
究
』
、
六
月
社
書
房
、

昭
和
四
十
六
年
五
月
）
が
あ
る
。

（
５
）
「
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
」
に
お
け
る
文
体
に
着
目
し
た
も
の
と
し
て

は
、
宇
野
浩
二
「
作
家
と
作
品
」
（
「
人
間
」
第
二
巻
第
四
号
、
鎌
倉

文
庫
、
昭
和
二
十
二
年
四
月
）
、
杉
山
平
一
「
織
田
作
之
助
君
を
偲

ぶ
」
（
「
織
田
作
之
助
選
集
附
録
」
第
二
号
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
二

十
三
年
三
月
）
、
河
原
義
夫
「
織
田
作
之
助
の
世
界
軽
眺
派
と
い

う
作
之
助
」
二
織
田
作
之
助
研
究
』
、
前
掲
）
な
ど
が
あ
る
。

（
６
）
以
下
、
本
文
引
用
は
全
て
初
刊
「
世
相
』
（
前
掲
）
に
よ
る
。
本

文
決
定
に
関
し
て
は
、
異
同
に
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
初
出

「
新
文
学
」
（
前
掲
）
で
は
、
「
小
説
の
中
に
出
て
来
る
「
私
」
と
い

ふ
一
人
称
は
、
往
往
に
し
て
作
者
自
身
の
こ
と
を
指
す
け
れ
ど
も
」

か
ら
初
出
雑
誌
十
七
行
分
に
渡
る
、
作
者
の
介
入
と
思
わ
れ
る
部
分

が
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
初
刊
『
世
相
』
で
こ
の
部
分
は
削
除

さ
れ
、
現
在
『
織
田
作
之
助
全
集
』
第
五
巻
（
青
山
光
二
等
編
、
講

談
社
、
昭
和
四
十
五
年
六
月
）
、
壼
疋
本
織
田
作
之
助
全
集
」
第
五
巻

（
文
泉
堂
書
店
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
）
な
ど
で
確
認
で
き
る
「
ア

ド
・
バ
ル
ー
ン
」
の
形
に
整
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
本
稿
で
重
要
な
語

句
と
な
る
「
惜
愛
」
と
い
う
言
葉
に
関
し
て
、
『
織
田
作
之
助
全
集
』

第
五
巻
（
前
掲
）
、
「
定
本
織
田
作
之
助
全
集
」
第
五
巻
（
前
掲
）
な

ど
で
は
「
愛
惜
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
異
同
が
ど
う
い
っ

た
経
緯
で
起
こ
っ
た
の
か
明
確
で
は
な
い
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
織

田
が
生
前
最
後
に
目
を
通
し
た
で
あ
ろ
う
「
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
」
が

収
録
さ
れ
て
い
る
『
世
相
』
（
前
掲
）
か
ら
本
文
を
引
用
し
た
。

（
７
）
初
出
「
新
文
学
」
（
前
掲
）
末
尾
に
は
「
（
二
○
・
六
・
一
○
こ

と
記
さ
れ
て
い
る
。
佐
藤
秀
明
は
「
《
解
説
》
可
能
性
の
「
織
田

作
芒
（
織
田
作
之
助
「
六
白
金
星
・
可
能
性
の
文
学
他
十
一
篇
」
、

岩
波
書
店
、
平
成
二
十
一
年
八
月
）
に
お
い
て
、
こ
の
「
（
二
○
・

六
・
一
○
と
が
「
摺
筆
の
日
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
８
）
昭
和
二
十
年
四
月
六
日
付
の
杉
山
平
一
宛
書
簡
に
は
「
大
阪
小

説
の
題
『
鴫
治
郎
横
丁
」
と
い
う
の
は
少
し
軽
す
ぎ
る
だ
ろ
う
か
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
「
嶋
治
郎
横
丁
」
は
、
同
年
六
月
十
八
日

付
の
同
一
宛
書
簡
に
お
い
て
ヨ
軽
気
球
」
と
い
う
題
で
大
阪
特
輯

七
十
四
枚
か
い
た
。
「
雁
治
郎
横
丁
」
よ
り
は
ま
し
な
題
か
も
し
れ

ぬ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
」
を
指
す

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
年
五
月
五
日
付
の
杉
山
平
一
宛
書
簡
で

は
「
新
文
学
の
小
説
ま
だ
三
枚
し
か
出
来
ず
弱
っ
て
い
ま
す
」
と
記

さ
れ
て
い
る
が
、
右
に
挙
げ
た
六
月
十
八
日
付
の
書
簡
か
ら
は
完
成

の
様
子
が
う
か
が
え
る
。
注
（
７
）
の
指
摘
は
、
こ
れ
ら
の
書
簡
か

ら
も
裏
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
本
稿
に
お
い
て
も

摘
筆
の
時
期
を
昭
和
二
十
年
六
月
十
日
と
し
た
。
な
お
、
書
簡
は
全

て
「
定
本
織
田
作
之
助
全
集
』
第
八
巻
（
文
泉
堂
書
店
、
昭
和
五
十

一
年
四
月
）
よ
り
引
用
し
た
。

四
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（
９
）
本
稿
で
は
『
大
阪
市
の
歴
史
』
（
大
阪
市
史
編
蟇
所
編
、
創
元

社
、
平
成
十
一
年
四
月
）
の
資
料
「
大
阪
大
空
襲
一
覧
（
昭
和
加

年
）
」
に
示
さ
れ
て
い
る
「
大
空
襲
と
は
Ｂ
羽
百
機
規
模
以
上
に
よ

る
爆
撃
を
指
す
」
と
い
う
定
義
に
即
し
て
、
「
大
空
襲
」
と
い
う
言

葉
を
用
い
た
。

（
岨
）
「
Ｂ
羽
約
九
十
機
夜
間
大
阪
地
区
を
盲
爆
」
（
「
朝
日
新
聞
」
昭
和

二
十
年
三
月
十
五
日
日
刊
）
。

（
Ⅱ
）
「
第
七
章
大
阪
の
近
代
」
（
「
大
阪
市
の
歴
史
』
、
前
掲
）
・

（
吃
）
「
大
阪
大
空
襲
一
覧
（
昭
和
加
年
）
」
含
大
阪
市
の
歴
史
」
、
前

掲
）
に
よ
る
と
、
第
二
次
大
空
襲
が
昭
和
二
十
年
六
月
一
日
、
第
三

次
大
空
襲
が
同
年
六
月
七
日
に
あ
っ
た
。

（
Ｂ
）
昭
和
二
十
年
三
月
十
四
日
の
大
空
襲
直
後
、
当
時
日
本
橋
に
住

ん
で
い
た
長
姉
タ
ツ
と
そ
の
夫
・
竹
中
国
治
郎
が
大
阪
府
南
河
内
郡

野
田
村
（
現
・
大
阪
府
堺
市
東
区
）
の
織
田
作
之
助
宅
へ
寄
寓
し
た

こ
と
が
、
関
根
和
行
「
資
料
織
田
作
之
助
』
（
三
秀
社
、
昭
和
五
十

四
年
一
月
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
ｕ
）
大
谷
晃
一
『
織
田
作
之
助
ｌ
生
き
愛
し
書
い
た
』
（
沖
積
舎
、

平
成
十
年
七
月
）
。

（
囮
）
「
第
十
二
章
大
坂
焼
亡
ｌ
終
戦
前
後
ｌ
」
（
『
織
田
作
之
助

Ｉ
生
き
愛
し
書
い
た
』
、
前
掲
）
。

（
略
）
秋
山
と
会
っ
た
の
は
「
ち
や
う
ど
満
州
事
変
が
起
っ
た
年
」
で
、

「
三
月
ば
か
り
」
経
っ
た
頃
、
秋
山
が
行
方
不
明
に
な
る
こ
と
か
ら
、

昭
和
六
年
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

織
田
作
之
助
「
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
」
論

（
〃
）
「
日
本
広
告
発
達
史
」
上
巻
（
内
川
芳
美
編
、
電
通
、
昭
和
五
十

一
年
七
月
）
・

（
略
）
「
第
Ⅲ
期
第
一
次
世
界
大
戦
か
ら
関
東
大
震
災
ま
で
第
３
章

雑
誌
広
告
お
よ
び
そ
の
他
の
広
告
の
発
展
」
（
「
日
本
広
告
発
達

史
」
上
巻
、
前
掲
。
執
筆
者
は
内
川
芳
美
・
）
で
は
、
「
ア
ド
バ
ル
ー

ン
が
普
及
し
始
め
る
の
も
こ
の
『
第
Ⅲ
期
』
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。

（
旧
）
「
第
Ⅳ
期
関
東
大
震
災
か
ら
日
中
戦
争
ま
で
第
３
章
雑
誌

広
告
の
確
立
と
そ
の
他
の
広
告
の
発
展
」
（
「
日
本
広
告
発
達
史
」
上

巻
、
前
掲
）
。
引
用
箇
所
執
筆
者
は
内
川
芳
美
。

（
別
）
『
新
版
日
本
流
行
歌
史
』
上
巻
（
古
茂
田
信
男
・
島
田
芳
文
・
矢

沢
寛
・
横
沢
千
秋
編
、
社
会
思
想
社
、
平
成
六
年
九
月
）
・

（
別
）
昭
和
二
十
年
六
月
三
十
日
付
川
島
雄
三
宛
書
簡
。
引
用
は
「
定

本
織
田
作
之
助
全
集
」
第
八
巻
（
前
掲
）
に
よ
る
。

（
〃
）
た
だ
し
、
『
新
版
日
本
流
行
歌
史
」
上
巻
（
前
掲
）
に
よ
る
と
、

こ
の
曲
の
正
し
い
出
だ
し
は
「
空
に
ゃ
今
日
も
ア
ド
バ
ル
ー
ン
」
で

あ
り
、
本
文
と
は
少
々
異
な
っ
て
い
る
が
、
織
田
が
「
な
ら
い
覚

え
」
た
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
正
し
い
歌
詞
を
知
ら
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
佐
藤
秀
明
「
《
解
説
》
可
能
性
の

ア
に
‐
バ
ル
ン

「
織
田
作
」
」
（
前
掲
）
で
も
、
ヨ
今
日
も
空
に
は
軽
気
球
…
：
．
』
と

い
う
作
中
に
流
れ
る
流
行
歌
は
、
『
空
に
ゃ
今
日
も
ア
ド
バ
ル
ー
ン
」

が
正
し
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
記
）
「
百
貨
店
共
同
仕
入
れ
？
け
ふ
自
粛
強
化
の
評
定
」
（
「
大
阪
朝

四
一



日
新
聞
」
昭
和
十
四
年
五
月
二
十
八
日
日
刊
）
。

（
型
）
「
第
四
章
商
業
第
三
節
小
売
商
業
第
二
款
商
店
街
及

び
百
貨
店
」
（
「
昭
和
大
阪
市
史
」
第
四
巻
、
大
阪
市
役
所
編
・
発

行
、
昭
和
二
十
八
年
三
月
）
。

（
妬
）
「
御
即
位
の
御
大
礼
」
の
三
年
後
に
白
浜
で
文
子
と
再
会
し
た
こ

と
、
徒
歩
で
東
京
へ
行
っ
た
後
に
秋
山
と
出
会
っ
た
の
が
昭
和
六
年

で
あ
る
こ
と
（
注
（
焔
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
）
を
踏
ま
え
、
昭
和

六
年
と
し
た
。

（
恥
）
「
法
律
第
五
号
」
（
「
官
報
」
第
二
三
九
六
号
、
印
刷
局
、
大
正
九

年
七
月
二
十
七
日
）
。
ま
た
、
「
勅
令
第
三
百
三
十
四
号
」
（
「
官
報
」

第
二
四
二
二
号
、
印
刷
局
、
大
正
九
年
八
月
二
十
七
日
）
に
よ
っ

て
、
十
銭
白
銅
貨
の
形
式
が
定
め
ら
れ
た
。

（
〃
）
「
法
律
第
五
十
八
号
」
（
「
官
報
」
第
二
○
○
二
号
、
内
閣
印
刷

局
、
昭
和
八
年
九
月
一
日
）
及
び
「
勅
令
第
二
百
三
十
二
号
」
（
「
官

報
」
第
二
○
○
二
号
、
前
掲
）
・

（
恥
）
「
法
律
第
八
号
」
（
「
官
報
」
第
一
○
六
七
号
、
印
刷
局
、
大
正
五

年
二
月
二
十
四
日
）
。
ま
た
、
「
勅
令
第
三
十
五
号
」
（
「
官
報
」
第
一

○
九
六
号
、
印
刷
局
、
大
正
五
年
三
月
三
十
日
）
に
よ
っ
て
形
式
が

定
め
ら
れ
た
。

（
羽
）
「
法
律
第
八
十
六
号
臨
時
通
貨
法
」
（
「
官
報
」
第
三
四
二
一

号
、
内
閣
印
刷
局
、
昭
和
十
三
年
六
月
一
日
）
及
び
「
勅
令
第
三
百

八
十
八
号
」
（
「
官
報
」
第
三
四
二
一
号
、
前
掲
）
・

（
釦
）
「
勅
令
第
百
十
三
号
」
（
「
官
報
」
第
三
九
六
六
号
、
内
閣
印
刷

局
、
昭
和
十
五
年
三
月
二
十
八
日
）
に
て
十
銭
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
貨
の

形
式
が
、
「
勅
令
第
七
百
三
十
四
号
」
（
「
官
報
」
第
三
五
七
一
号
、

内
閣
印
刷
局
、
昭
和
十
三
年
十
一
月
二
十
九
日
）
に
て
一
銭
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
貨
の
形
式
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
「
今
」
の
十
吉
は
こ
れ
ら

の
形
式
の
貨
幣
を
目
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
別
）
本
稿
で
は
、
「
通
天
閣
の
灯
」
や
「
道
頓
堀
の
灯
」
な
ど
、

「
灯
」
と
い
う
言
葉
が
直
接
用
い
ら
れ
て
い
る
言
葉
の
他
に
、
「
献
納

提
灯
」
や
「
ラ
ン
プ
の
光
の
中
」
、
「
蛍
火
の
瞬
き
」
な
ど
灯
や
光
に

関
す
る
も
の
は
全
て
「
灯
」
と
み
な
し
、
論
を
進
め
て
い
る
。

（
犯
）
「
大
阪
近
代
史
話
」
（
「
大
阪
の
歴
史
」
研
究
会
編
、
東
方
出
版
、

昭
和
六
十
年
十
月
）
。
同
書
「
第
四
章
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
庶

民
生
活
Ｉ
大
正
期
の
大
阪
Ｉ
弱
新
世
界
と
楽
天
地
」
（
執
筆

者
は
小
林
章
。
）
に
は
「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
飾
ら
れ
た
円
塔
を

ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
登
っ
て
い
く
と
大
阪
市
内
が
見
お
ろ
せ
る
な
ど
、

大
人
も
子
供
も
楽
し
め
る
不
夜
城
の
観
が
あ
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
楽
天
地
の
「
灯
」
が
千
日
前
の
夜
を
彩
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。

（
銘
）
「
勅
令
第
七
百
八
号
電
力
調
査
令
」
（
「
官
報
」
第
三
八
三
七

号
、
内
閣
印
刷
局
、
昭
和
十
四
年
十
月
十
八
日
）
。

（
別
）
「
逓
信
省
告
示
第
三
千
六
百
八
十
五
号
」
（
「
官
報
」
第
三
八
八
六

号
、
内
閣
印
刷
局
、
昭
和
十
四
年
十
二
月
十
八
日
）
。
「
電
力
調
整
令

第
三
条
第
一
項
ノ
規
定
二
依
ル
電
力
ノ
消
費
ノ
禁
止
二
関
シ
左
ノ
通

定
メ
昭
和
十
五
年
一
月
一
日
ョ
リ
之
ヲ
施
行
ス
」
と
し
て
、
ネ
オ
ン

四
一
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附
記引
用
文
に
お
け
る
旧
字
体
は
全
て
新
字
体
に
改
め
た
。

本
稿
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
六
日
に
行
わ
れ
た
第
五
十
四
回
立
命

館
大
学
日
本
文
学
会
大
会
で
の
発
表
内
容
に
、
加
筆
訂
正
を
し
た
も
の

で
あ
る
。

（
弱
）
十
吉
と
秋
山
は
「
昭
和
六
年
八
月
十
日
の
夜
」
に
出
会
っ
て
い

る
。
そ
し
て
「
そ
の
年
も
押
し
つ
ま
っ
た
あ
る
夜
」
、
十
吉
は
禁
酒

会
員
と
な
り
、
そ
の
後
一
円
貯
金
を
始
め
て
い
る
。
よ
っ
て
、
昭
和

六
年
末
頃
か
ら
貯
金
を
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
邪
）
「
十
銭
白
銅
六
つ
一
銭
銅
貨
三
つ
」
と
「
十
銭
白
銅
六
つ
、
一
銭

銅
貨
三
つ
」
や
、
「
が
、
む
か
ふ
見
ず
は
」
と
「
が
、
向
ふ
見
ず

は
」
な
ど
、
冒
頭
部
分
と
表
記
の
面
で
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
完
全

に
一
致
し
て
い
る
と
は
断
言
で
き
な
い
が
、
内
容
の
面
で
は
二
つ
の

「
そ
の
時
」
で
始
ま
る
場
面
に
相
違
は
無
い
。

サ
イ
ン
、
電
飾
、
広
岸

が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

織
田
作
之
助
「
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン
」
論

広
告
燈
、
屋
外
用
投
光
器
な
ど
の
電
力
消
費
禁
止

（
ひ
ぐ
ち
・
あ
や
の
本
学
博
士
前
期
課
程
）

四
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